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研究成果概要 
今までの大気ニュートリノフラックスの計算では、大気モデルとして US-standard76 が用

いられることがほとんどであった。このモデルは高度の関数として大気を記述するのみで

あって、場所や季節によって大気の構造が違うことを取り扱えない。そこで、

NRLMSISE-00 というより精密な大気モデルを導入して大気ニュートリノのフラックス計

算を行った。 

 

上図は、神岡、ＩＮＯの場所（インド）と南極点での２月ごとの NRLMSISE-00 と

US-standard76 の比を高度の関数として示したものである。季節ごとの大気の変化が無視

できないことが理解できる。 
 



 
この図は、計算された大気ニュートリノのフラックスを神岡、ＩＮＯの場所（インド）と

南極点について示したものである。色のついた実線は NRLMSISE-00 によるものであり、

点線は US-standard76 によるものである。いずれも年間で平均してある。年間で平均する

と大気モデルの違いは小さいことがわかる。 
今後は、フラックス計算の統計量を増やして、季節ごとのフラックスの特徴等を詳細に

研究していきたい。なお、本研究の予備的な成果については 2013 年の宇宙線国際会議にて

報告した。 
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